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市
民
活
動
資
料
セ
ン
タ
ー
「
市
民
ア
ー
カ

イ
ブ
多
摩
」が
、
２
０
１
４
年
４
月
12
日
に

正
式
に
開
館
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
か
ら
仮

開
館
し
て
い
ま
し
た
が
、
資
料
や
施
設
の
整

備
が
終
わ
り
、
定
期
的
に
開
館
し
て
所
蔵
資

料
の
一
般
公
開
を
始
め
て
い
ま
す
。

◆
運
営
組
織
を
設
立
・
移
行

　
本
開
館
に
先
立
ち
４
月
６
日
、
運
営
組
織

の
設
立
総
会
を
開
催
、
新
組
織
名
を
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
」と
決
め
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
「
市
民
活
動
資
料
・
情
報

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る

4

4

4

会
」と
し
て
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
運
営
す
る

4

4

4

4

会
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
設
立
総
会
で
は
組
織
名
と
と
も
に
会
を
運

営
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
会
則
や
資
料
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
初
年
度
に
取
り
組
む
事
業

の
計
画
、
予
算
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
は
今

年
度
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」の
運
営

②
運
営
と
活
動
の
安
定
的
維
持
・
充
実
の
た

め
の
組
織
体
制
と
財
政
の
確
立

③
広
報
・
学
習
活
動

④
法
政
大
学
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
寄
託
資

料
の
公
開
に
向
け
て
協
働

　
総
会
終
了
後
は
、
開
館
記
念
集
会
を
開
催
。

杉
山
弘
代
表
に
よ
る
新
組
織
移
行
の
経
過
や

抱
負
の
報
告
に
続
き
、
日
本
経
済
新
聞
社
の

松
岡
資
明
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
社
会
を
変
え
る
」を
行
い
ま
し
た
。

◆
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
正
会

員
６
０
０
０
円
、
賛
助
会
員
３
０
０
０
円
。

　
設
立
総
会
で
の
入
会
の
呼
び
か
け
に
対
し
、

早
速
そ
の
場
で
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ

り
、
新
組
織
に
と
っ
て
大
き
な
励
ま
し
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
入
会
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
を
合
わ
せ
て
、
現
在
正
会

員
38
人
、
賛
助
会
員
33
人
で
す
。

◆
毎
週
水
曜
と
第
2
・
４
土
曜
の
午
後
開
館

　「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」は
４
月
12
日
か

ら
毎
週
水
曜
と
第
2
・
４
土
曜
の
午
後
、
開

館
し
て
い
ま
す
（
８
月
13
日
は
休
館
）。

　
ま
だ
ま
だ
整
備
作
業
も
続
き
ま
す
が
、
資

料
は
き
ち
ん
と
整
理
・
配
架
さ
れ
市
民
の
利

用
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。
８
月
末
ま
で
は
ど
な
た
も
無
料
で
す
。

2014.7.1
No.1 初夏号

◆編集・発行：
　ネットワーク・市民アーカイブ
◆ tel/fax: 042-540-1663
　E-mail: simin-siryo@nifty.com
　http://homepage3.nifty.com/simin-siryo/
◆正会員 1 口 6000 円
　賛助会員 1 口 3000 円（団体は 2 口以上）
◆ゆうちょ銀行　振替口座 00120-9-729226
　口座名：市民アーカイブ

アーカイブ

　通 信　No.1

　
市
民
活
動
資
料
の
拠
点

﹁
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
﹂本
格
始
動
へ

運
営
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
設
立



�

―

「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」
で
閲

覧
で
き
る
ミ
ニ
コ
ミ
を
発
行
者
か
ら

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
並
木
道
」

　
国
立
市
内
で
発
行
の
ミ
ニ
コ
ミ
で

す
。
２
０
１
４
年
６
月
で
１
２
７
号

を
数
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
国
立
市

の
大
学
通
り
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

住
民
運
動
の
中
で
２
０
０
２
年
に
始

め
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
関
心
が
広
が
り
自

主
運
営
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
５
～
６
人
の

メ
ン
バ
ー
で
運
営
か
ら
印
刷
・
丁
合
い
、
郵

送
ま
で
行
い
、
毎
月
２
５
０
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
景
観
・
環
境
問
題
、
反
戦
平
和
、

天
皇
制
・
家
制
度
、
地
域
の
歴
史
・
民
俗
、

音
楽
・
マ
ン
ガ
等
、
メ
ン
バ
ー
の
関
心
に
応

じ
て
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
多
彩
で
す
。
高

知
、
長
野
、
沖
縄
の
人
も
連
載
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
が
一
致
す
る
、
顔
の
見
え

る
雑
誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
年

２
０
０
０
円
の
会
費
制
で
し
た
が
、
今
年
か

ら
１
年
の
購
読
に
必
要
な
経
費
と
し
て
完
全

カ
ン
パ
・
投
げ
銭
方
式
に
し
ま
し
た
。
基
本

的
に
遊
び
な
の
で
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

た
ら
そ
の
う
ち
自
然
消
滅
す
る
で
し
ょ
う
。

　
月
刊
で
す
が
、
毎
月
発
刊
が
遅
れ
る
の
で
、

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
で
年
１
～
２
回
休
み
ま
す
。

最
近
は
、
紙
媒
体
で
自
由
に
言
い
た
い
こ
と

が
言
え
る
場
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
樹
木

伐
採
や
反
弾
圧
の
問
題
等
で
は
武
器
に
も
し

ま
し
た
。
こ
う
い
う
場
は
貴
重
だ
と
思
い
ま

す
。
他
人
に
は
「
ち
ょ
っ
と
過
激
な
タ
ウ
ン

誌
で
す
」と
紹
介
し
ま
す
が
、「
ち
ょ
っ
と
じ
ゃ

な
い
」と
か「
週
刊
誌
的
だ
」と
か
人
気
で
す
。

読
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
宗
像
充
）

▽
月
刊
。
Ｂ
５
判
、
24
頁
。
年
間
２
０
０
０

円
。く
に
た
ち
公
民
館
や
図
書
館
、一
橋
大
学
、

喫
茶
店
、
居
酒
屋
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
０
４
２
（
５
７
６
）
９
９
６
０

（
カ
フ
ェ
・
ひ
ょ
う
た
ん
島
）

ミニコミ紹介①

〈
ミ
ニ
コ
ミ
１
２
０
０
タ
イ
ト
ル
〉

生
活
者
・
当
事
者
か
ら
の
発
信

分野別ミニコミ数

ミニコミ

半
開
架
書
庫

閲覧・集会スペース 　
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
で
、

現
在
閲
覧
で
き
る
の
は
、
約
１
２
０
０
タ
イ

ト
ル
の
ミ
ニ
コ
ミ
（
団
体
や
個
人
な
ど
が
発

行
す
る
通
信
や
会
報
）
で
す
。
半
開
架
書
庫

に
分
類
ご
と
に
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
た
り
、
分

厚
い
も
の
は
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
並
べ
て
あ

り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
も
で
き
ま
す

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
分
野
別
、
地
域
別
の

リ
ス
ト
を
掲
載
）。

　
ミ
ニ
コ
ミ
は
、
マ
ス
コ
ミ
と
違
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
生
活
課
題
に
直
面
し
て
い
る

人
が
、
当
事
者
の
立
場
か
ら
発
信
し
て
い
る

場
合
が
多
く
、「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い

う
強
い
思
い
や
意
思
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が

疑
問
に
思
う
問
題
の
本
質
を
知
り
た
い
時
、

マ
ス
コ
ミ
で
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
視
点
を
大

切
に
し
た
い
時
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
に
取
り

組
む
人
や
団
体
を
知
り
た
い
と
き
や
、
仲
間

探
し
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。

◆
例
え
ば
こ
ん
な
使
い
方

分類番号と分野 ファイル数
00 市民活動総記 177
10 政治・経済 137
20 平和・戦争 43
30 人権・差別 110
40 環　境 149
50 公　害 23
60 社会福祉 259
70 教育・文化 182
80 生活・消費者 21
90 その他 58

（2013.5 現在） 1159

・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
背
景
は
？
　
他
の
国

で
は
ど
う
か
。

・
自
分
も
ミ
ニ
コ
ミ
を
作
っ
て
み
た
い
！

　―
―

あ
な
た
が
活
用
す
る
こ
と
で
、
ミ
ニ

コ
ミ
は
更
に
元
気
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
習
会
を
し

た
い
。
ど
ん
な
講
師
が
い
る
？

・
家
の
近
く
の
区
画
整
理
が
始
ま
っ
た
。
同

じ
よ
う
な
例
は
他
の
地
域
も
あ
る
？

・
子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
ど
う

考
え
れ
ば
い
い
の
か
。

・
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
自
然
観
察

会
の
催
し
に
参
加
し
た
い
。

「市民アーカイブ多摩」館内見取図

市民アーカイブ多摩
所蔵資料紹介
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長
年
、
悩
み
の
種
だ
っ
た
「
ど
う
す
れ
ば
自

前
の
資
料
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
か
」。
そ
の
た
め
に

各
地
の
資
料
館
め
ぐ
り
も
し
た
。
が
、
創
設
後
も
束

の
間
、「
ど
の
よ
う
に
運
営
し
、
維
持
し
て
ゆ
け
ば

よ
い
の
か
」
に
、
今
ま
た
私
た
ち
は
思
い
悩
ん
で
い

る
。
開
館
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、課
題
は
山
積
だ
が
、

な
お
「
記
録
と
記
憶
の
場
を
め
ぐ
る
旅
」
を
目
論
む

の
は
、そ
う
し
た
悩
み
ゆ
え
の
こ
と
で
、種
々
の
ア
ー

カ
イ
ブ
や
資
料
館
の
運
営
に
携
わ
り
、
苦
労
を
重
ね

て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
や
仲
間
た
ち
の
知
恵
と
経
験
か

ら
学
び
た
い
。

　
草
津
温
泉
に
あ
る「
重
監
房
資
料
館
」と「
リ
ー

か
あ
さ
ま
記
念
館
」
を
、
今
回
は
訪
ね
た
。
４

月
28
日
付
け
の
﹃
朝
日
新
聞
﹄
夕
刊
の
記
事
「
重

監
房
の
記
憶
　
後
世
に
／
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を

監
禁
、
資
料
館
30
日
開
館
／
草
津
・
栗
生
楽
泉

園
」
が
切
り
抜
い
て
あ
っ
た
の
で
、
連
休
が
と

れ
た
５
月
末
に
思
い
切
っ
て
出
か
け
た
。
草
津

ま
で
は
、
代
々
木
駅
近
く
か
ら
JR
高
速
バ
ス
が

出
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
往
復
と
も
利
用
し
た

が
、
経
済
的
に
安
上
が
り
、
時
間
の
や
り
く
り

に
も
便
利
だ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
「
重
監
房
」
と
は
何
か
。
日
本
の

国
内
に
は
、現
在
14
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
（
国

立
13
、
私
立
１
）
が
あ
る
。
か
つ
て
そ
れ
ら
療

養
所
に
は
、
患
者
を
懲
罰
目
的
で
監
禁
す
る
た

め
の
「
監
房
」
あ
る
い
は
「
監
禁
室
」
と
呼
ば

れ
る
施
設
が
あ
り
、
草
津
の
療
養
所
（
栗
生
楽

泉
園
）
に
設
け
ら
れ
た
重
監
房
（
正
式
に
は
「
特

別
病
室
」）
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
懲
罰
を
課
す
た

め
の
施
設
だ
っ
た
。
か
つ
て
「
草
津
送
り
」
と

い
う
言
葉
が
囁
か
れ
、
全
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
で
暮
ら
す
患
者
た
ち
に
、
そ
の
存
在
が
怖

れ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
証
言
が
残
っ
て
い
る
。

　
重
監
房
（
特
別
病
室
）
が
栗
生
楽
泉
園
に
竣

工
し
た
の
は
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
の
こ

と
だ
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
歴
史
を
つ
ぶ
さ
に

眺
め
て
ゆ
く
と
、
竣
工
の
２
年
前
の
36
年
に
、

瀬
戸
内
海
に
あ
る
長
島
愛
生
園
で
、
患
者
が
待

遇
の
改
善
と
自
治
を
要
求
し
た
「
長
島
事
件
」

が
あ
っ
た
。
監
房
や
監
禁
室
あ
る
い
は
重
監
房

は
、
１
９
３
１
年
の
「
国
立
癩
療
養
所
患
者
検

束
規
定
」
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
た
が
、
次
第

に
待
遇
や
処
遇
の
改
善
な
ど
を
求
め
た
患
者
へ

◇重監房資料館　
群馬県吾妻郡草津町草津白根 464-1533
電話 0279-88-1550、FAX 0279-88-1553
URL http://sjpm.hansen-dis.jp　・入館無料
開館日（4/26-11/14）：水～日 9：30-16：00
休館日：月火・祝日の翌日、資料整理日（冬
季は団体のみ対応）
設置主体：厚生労働省（国立）

◇リーかあさま記念館
群馬県吾妻郡草津町大字草津２８９草津聖
バルナバ教会併設
電話 090-5311-6760、FAX0279-88-3640
開 館 日（4 ～ 11 月 ）： 平 日 と 土 曜 10：
00-15：00、日曜 12：00-15：00
休館日：火曜日、臨時休館日、12 月～ 3 月
設置主体：日本聖公会

記
憶
と
記
録
の
場
を

め
ぐ
る
旅
（
１
）

～
資
料
館
を
訪
ね
て
～

重
監
房
資
料
館

重
監
房
跡

の
懲
罰
の
性
格
が
強
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
国

会
で
そ
の
人
権
侵
害
性
が
問
題
視
さ
れ
、
廃
止

さ
れ
た
47
年
ま
で
に
、
重
監
房
に
は
93
人
の
患

者
が
収
容
さ
れ
、
う
ち
23
人
が
そ
の
こ
と
が
原

因
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
昨
２
０
１
３
年
に
重
監
房
廃
止
以
来
初
め
て
、

跡
地
の
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
調
査
結
果

を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
が
国
立
の
重
監
房
資

料
館
を
設
置
し
た
。
目
的
に
つ
い
て
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
は
「
重
監
房
と
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

関
す
る
資
料
の
収
集
・
保
存
と
調
査
・
研
究
の

成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
命
の
大

切
さ
を
学
び
、
広
く
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
へ
の
理

解
を
促
す
こ
と
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
差

別
と
偏
見
の
解
消
を
目
指
す
」
と
あ
る
。
展
示

室
に
は
重
監
房
が
実
寸
大
に
再
現
さ
れ
て
お
り
、

出
土
し
た
遺
物
（
南
京
錠
や
お
椀
、
眼
鏡
な
ど
）

と
関
係
者
の
証
言
を
中
心
と
し
た
展
示
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
閲
覧
で
き
る
資
料
は
未
整
備
だ

が
、
学
芸
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
監

房
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
に
つ
い
て
の
解
説
や

質
問
に
は
応
じ
て
く
だ
さ
る
。
な
お
、
重
監
房

資
料
館
訪
問
の
折
り
に
は
、
重
監
房
跡
地
に

立
つ
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
実
際
の
重
監
房

跡
地
は
、
資
料
館
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る

の
で
、
資
料
館
で
場
所
を
お
訊
ね
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

リ
ー
か
あ
さ
ま
記
念
館

　
草
津
を
訪
ね
る
ま
で
は
「
リ
ー
か
あ
さ
ま

記
念
館
」
に
つ
い
て
、
私
は
ま
っ
た
く
知
ら

な
か
っ
た
。
重
監
房
資
料
館
に
置
い
て
あ
っ

た
チ
ラ
シ
に
よ
り
、「
か
あ
さ
ま
」
と
草
津
で

慕
わ
れ
た
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
リ
ー
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
人
の
女
性
を
初
め
て
知
り
、
ま
た
草
津
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
と
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
の

関
わ
り
を
教
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
に
は

「
リ
ー
か
あ
さ
ま
記
念
館
」
の
他
、
彼
女
と
そ
の

同
志
た
ち
の
墓
所
、さ
ら
に
は「
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・

リ
ー
頌
徳
公
園
」
の
紹
介
が
あ
り
、
重
監
房
資

料
館
を
辞
し
た
後
は
、
心
勇
む
思
い
で
、
そ
れ

ら
の
地
を
訪
ね
歩
い
た
。

　「
リ
ー
か
あ
さ
ま
記
念
館
」
は
、
草
津
聖
バ
ル

ナ
バ
教
会
に
隣
接
し
た
小
さ
な
資
料
館
で
、
突

然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
迎
え
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
温
泉
の
効
能
に

望
み
を
か
け
て
多
く
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
こ

の
地
に
や
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
集
住

地
区
が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・

リ
ー
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
患
者
支
援
の
活

動
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
た
。
参
考
文
献
が
幾
点
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

重
監
房
資
料
館
訪
問
の
際
に
は
、
リ
ー
か
あ
さ

ま
記
念
館
に
も
お
立
ち
寄
り
に
な
る
こ
と
を
ぜ

ひ
お
奨
め
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
杉
山
弘
）
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◇
新
緑
の
中
、
い
ざ
開
館

　
４
月
12
日
オ
ー
プ
ン
。
取
材
に
き
た
新
聞
記

者
、
看
板
設
置
を
確
認
し
に
来
た
設
計
士
、
当

番
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
早
々
に
来
館
し

て
く
れ
た
利
用
者
の
方
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◇
当
番
を
や
り
く
り
し
な
が
ら

　
毎
回
の
開
館
日
に
は
当
番
２
人
体
制
を
組

む
。
現
在
、
当
番
に
入
る
人
は
７
人
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
入
っ
て
く
れ
る
方
は
５
人
、
大
学
院

生
、
ミ
ニ
コ
ミ
発
行
者
な
ど
。
資
料
の
整
理
は

細
か
い
作
業
が
多
い
。
ミ
ニ
コ
ミ
の
仕
分
け
、

デ
ー
タ
入
力
、
フ
ァ
イ
ル
繰
り
こ
み
、
チ
ラ
シ

の
分
類
と
、
多
く
の
人
手
が
必
要
。
一
つ
一
つ

の
資
料
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
分
類
に
悩
み
、

フ
ァ
イ
ル
探
し
で
目
を
皿
に
し
、
時
に
手
を
止

め
て
チ
ラ
シ
や
ミ
ニ
コ
ミ
発
行
者
の
強
い
思
い

の
中
に
浸
っ
て
い
る
と
、
開
館
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。

◇
ミ
ニ
コ
ミ
を
マ
ス
コ
ミ
が
取
材

　
４
～
５
月
は
マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
・
記
事
掲

載
が
相
次
い
だ
。
４
月
12
日
毎
日
新
聞
「
ミ
ニ

コ
ミ
幅
広
く
展
示
」、
４
月
14
日
読
売
新
聞
「
ミ

ニ
コ
ミ
誌
な
ど
１
２
０
０
タ
イ
ト
ル
」、
４
月

15
日
都
政
新
報
「
市
民
活
動
資
料
を
活
用
し
よ

う
」、
５
月
22
日
朝
日
新
聞
「
市
民
活
動
の
足

跡
集
め
て
残
す
」。
マ
イ
テ
レ
ビ
や
地
域
紙
ア

サ
コ
コ
の
取
材
も
入
っ
た
。

◇
新
し
い
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ

　
５
月
某
日
、
新
聞
記
事
を
握
り
し
め
て
２
人

来
室
。
ご
自
身
も
市
民
活
動
を
し
て
い
る
Ｆ
さ

ん
。
興
味
の
あ
る
分
野
の
ミ
ニ
コ
ミ
類
を
「
こ

れ
は
知
っ
て
る
」「
こ
ん
な
団
体
も
あ
る
ん
だ
」

と
熱
心
に
見
て
行
か
れ
、
帰
り
際
に
入
会
し
て

く
れ
る
。
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
け
ど
、
こ
う

し
て
き
ち
ん
と
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ご

い
と
言
わ
れ
、
元
気
を
も
ら
う
。
開
館
を
祝
っ

て
花
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
自
身
が

収
集
し
た
通
信
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
方
、

自
分
が
好
き
な
通
信
を
読
み
に
２
週
間
ご
と
に

来
館
す
る
方
、
近
所
を
通
り
か
か
っ
て
立
ち
寄

ら
れ
た
方
な
ど
、
数
と
し
て
は
多
く
は
な
い
が
、

場
所
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
出
会
い
が

あ
っ
た
。
新
緑
は
あ
っ
と
い
う
間
に
深
緑
に
。

ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
日
誌

・開館日時：毎週水曜日（8/13 休館）、第 2・4 土曜日
・開館時間：13：00 ～ 16：00
・所在地：立川市幸町 5-96-7（多摩モノレール、西武

線「玉川上水駅」徒歩 8 分）
・入館料：100 円（会員、募金者無料）
　※ 8 月末まで開館を記念して無料

・見られる資料：2002 年以降の市民活動団体や個人が
発行している通信や会報など 1200 タイトルほか（ホ
ームページにタイトル掲載しています）。

市民アーカイブ多摩

カ
ン
パ
あ
り
が
と
う

ご
入
会
︵
入
金
︶
あ
り
が
と
う

◇
正
会
員
38
人
＝
荒
井
容
子
、
石
川
敬
史
、
井
筒
雅
子
、

伊
藤
宏
、
江
頭
晃
子
、
大
泉
敦
子
、
大
門
正
克
、
太
田

光
紀
、長
田
薫
、加
藤
一
夫
、加
藤
裕
史
、神
屋
敷
和
子
、

岸
中
友
子
、
北
川
フ
ラ
ム
、
後
藤
多
美
子
、
小
林
繁
夫
、

佐
藤
啓
子
、
鈴
木
美
和
子
、
杉
山
弘
、
住
田
啓
子
、
竹

中
薫
、
田
中
ヒ
ロ
、
田
中
幹
子
、
平
川
千
宏
、
平
野
泉
、

藤
澤
浩
子
、
堀
渡
、
牧
原
憲
夫
、
増
沢
航
、
町
田
よ
し

子
、
松
野
哲
二
、
宮
﨑
省
吾
、
道
場
親
信
、
山
口
源
治

郎
、
山
口
真
理
子
、
山
田
征
、
山
家
利
子
、
匿
名
１
人

◇
賛
助
会
員
33
人
＝
青
島
顕
、
五
十
嵐
仁
、
石
田
幸
彦
、

猪
股
澄
子
、
江
澤
和
雄
、
大
場
す
み
れ
、
加
藤
敬
子
、

加
藤
健
一
、児
玉
史
子
、是
枝
洋
、齋
藤
眞
弘
、佐
藤
進
、

杉
原
広
子
、
鈴
木
輝
美
、
高
江
洲
昌
哉
、
髙
木
浩
子
、

土
屋
紀
義
、
富
田
美
樹
子
、
長
島
祐
基
、
中
村
元
、

馬
場
悦
子
、
浜
地
田
鶴
子
、
福
本
和
正
、
星
野
真
理
、

細
田
伸
昭
、
保
浦
勝
政
、
堀
内
寛
雄
、
森
﨑
冨
喜
、

山
内
佳
江
、
吉
田
美
子
、
吉
村
り
よ
み
、
渡
辺
樹
、

匿
名
１
人
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略
・
～
６
月
30
日

荒
井
容
子
、
井
筒
雅
子
、
梅
田
久
枝
、
大
場
す
み
れ
、

長
田
薫
、
小
滝
篤
子
、
五
味
正
彦
さ
ん
を
偲
び
語
る

会
、
是
枝
英
子
、
鈴
木
輝
美
、
関
口
澄
子
、
関
千
枝

子
、
染
谷
美
智
子
、
高
橋
貞
子
、
松
田
義
充
、
山
口

源
治
郎
、
山
口
美
代
子
、
吉
田
美
子
、
匿
名
２
人

運
営
委
員
会
の
動
き

４
月
23
日
　
第
１
回
運
営
委
員
会
開
催︵
検
討
事
項
：

会
則
変
更
、
活
動
計
画
追
加
、
組
織
案
、
新
組
織

の
会
員
募
集
、
広
報
活
動
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
会

報
告
に
つ
い
て
他
︶

５
月
21
日
　
第
２
回
運
営
委
員
会
︵
検
討
事
項
：
組

織
編
成
に
つ
い
て
、
７
月
集
会
の
内
容
検
討
、
資

料
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
資
料
セ
ン
タ
ー
会
活
動
報

告
案
確
認
、
運
営
委
員
会
の
定
例
化
に
つ
い
て
他
︶

６
月
20
日
　
第
３
回
運
営
委
員
会
︵
検
討
事
項
：
入

会
者
確
認
、
７
月
集
会
、﹃
ア
ー
カ
イ
ブ
通
信
﹄

内
容
、
資
料
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
事
項
確
認
他
︶


